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 令和２年度   

 

アーカイブズ・カレッジの概要 

 

 

 

 Ⅰ アーカイブズ学とは 

 

■アーカイブズ学の定義 

 紀元前の粘土板文書から現代の音声映像記録や電子記録まで、人間は、多様かつ厖大な記録 

records を生み出し続けてきた。そのなかには、歴史的文化的な遺産として、あるいは行政や経営上の

情報資源として永続的な価値をもつものが多く含まれている。 

 このような記録を記録史料 archives として永く保存し、現代と未来の社会に活かし続けていくため

の総合科学、これがアーカイブズ学 archival science である。 

 

■アーカイブズ学の研究対象 

 アーカイブズ学の特徴は、その研究対象の広さにあろう。取り扱うアーカイブズの種類は、国の行

政文書から民間企業や個人の記録にまで及び、記録の媒体も、粘土板から磁気ディスクまで実に多様

である。さらに、地球的な規模で急速に進みつつある情報化の波にアーカイブズの世界も呑み込まれ

ざるをえない。伝統的な紙記録に加えて新しい電子媒体記録が次々に登場し、情報の発生量は幾何級

数的に増大し、情報の交換や保存の方法も、これまでとはまったく異なる電子的な手法が広まった。

このような状況のなかで、過去から現代にいたる多様かつ厖大なアーカイブズの保存・活用システム

を効果的に築き上げる新たな学問体系の構築が要請されている。 

 また、アーカイブズ管理の理論的実務的研究の範囲も、歴史学的分析を必要とする目録記述法か

ら、物理的化学的な保存修復技術、公開に際しての法律知識、さらには組織運営まで、かなり幅広

い。とくに、情報量が増大している現代社会にあっては、保存すべき記録をどう評価・選別するか、

市民に対してどのように公開していくか、さらには社会構造の変化のなかで組織をどのように運営し

ていくかが極めて大きな問題になっている。これもアーカイブズ学の重要な研究課題である。 

 これらのことから、アーカイブズ学には、歴史学、史料学、情報学、保存科学、法律学、行政学、

経営学など、多方面の学問分野との連携が不可欠である。 

 

■アーカイブズ学研究の現状 

 欧米のいわゆる archival science は、19 世紀以来の伝統を持ち、アーキビストを中心にした研究の

蓄積にも厚いものがある。わが国では国文学研究資料館史料館（2004 年度から「国文学研究資料館ア

ーカイブズ研究系」に組織替え、2010 年度から研究部に統合）が、比較的早くからアーカイブズ学の

研究に取り組み、『史料の整理と管理』（1988 年、岩波書店刊）などの成果を発表している。また、

全国の文書館等の専門職員による研究も盛んになり、その成果の一端は、全国歴史資料保存利用機関

連絡協議会（全史料協）の研究誌『記録と史料』や各文書館等の研究紀要などに発表されてきてい

る。2004 年４月に設立された日本アーカイブズ学会は、学会誌『アーカイブズ学研究』を刊行し、研

究交流の場も広がりつつある。 

しかし、現代の情報化社会の中で、電子文書は伝統的な紙媒体文書に取って代わる勢いがあり、す

でに一部の官庁、企業では電子文書による決裁が実施されるに至っている。伝統的な記録のライフサ

イクルに対応した管理システムの構築や目録作成にとどまらず、電子情報を有効に活用するための新

しい記録・アーカイブズ管理システム構築の試みも始まっている。伝統的な理論・技術を融合させな

がら、多種多様なアーカイブズを保存し、活用するための新たなアーカイブズ学の確立が世界的にも
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要請されている段階といえよう。 

 国文学研究資料館アーカイブズ研究系は、世界の新しい潮流を意識しつつ、2003 年には共同研究の

成果をまとめて『アーカイブズの科学』上下２巻を発刊し、日本のアーカイブズ学の研究の到達点を

示した。また、2004～2009 年度に、３本の共同研究（経営と文化に関するアーカイブズ研究、東アジ

アを中心としたアーカイブズ資源研究、アーカイブズ情報の資源化とネットワークの研究）を進め、

諸藩の記録管理に関する『藩政アーカイブズの研究―近世における文書管理と保存－』（岩田書店、

2008 年）、地域に伝存したアーカイブズが有する社会文化環境についての可能性を探った『近世・近

代の地主経営と社会文化環境』（名著出版、2009 年）、アーカイブズ認識とシステム構造に関する

『アーカイブズ情報の共有化に向けて』（岩田書院、2010 年）、さらに『中近世アーカイブズの多国

間比較』（岩田書院、2009 年）を刊行した。2010～2012 年度は共同研究「近世地域アーカイブズの

構造と特質」を行い、その成果の一端は『アーカイブズの構造認識と編成記述』（思文閣出版、2014

年）にまとめられた。現在は共同研究「民間アーカイブズの保存活用システム構築に関する基礎研

究」を進めている。このように、アーカイブズ学の進展につとめてきたが、アーカイブズ学が扱うこ

とが期待される範囲は急速に拡がりを見せており、様々な協業により研究の深化が必要な段階にある

といえる。 

 なお、20 世紀末までの日本におけるアーカイブズ学の研究の歩みは全国歴史資料保存利用機関連絡

協議会編『日本のアーカイブズ論』(2003 年)、研究論文は「アーカイブズ学文献データベース」（htt

p://nihuone.nihu.jp/nihu/DBFixForm.do）の利用が便利である。 

 

 

 Ⅱ 史料管理学研修会の開始 

 

 旧国文学研究資料館史料館は、わが国の近世や近代の文書記録を散逸から守るため、1951（昭和 2

6）年に文部省の一部局として発足した。そして翌年から「近世史料取扱講習会」を開催し、近世の

古文書を中心とした史料の保存や整理についての知識の普及に努めてきた。 

 一方、1987（昭和 62）年の「公文書館法」成立などをきっかけに、わが国でも文書館、公文書館、

資料館等、史料保存利用機関設置の気運がたかまり、これらの機関においてアーカイブズの保存と利

用サービス等の業務をになう専門職員（いわゆるアーキビスト）の養成が急務となった。 

 史料館では、このような動きに応えるべく、1988（昭和 63）年に、近世史料取扱講習会を拡充する

かたちで史料管理学研修会を開設し、近現代史料を含む記録史料の収集、整理、保存、利用等に関す

る専門的知識と技術の普及に乗りだしたのである。 

 史料管理学研修会は、史料館教員を中心に関連各分野の専門家の協力を得ながら最新の知識を可能

なかぎり広く糾合し、これを研修生に伝えることを第一の目的とするものであった。 

 

 

 Ⅲ アーカイブズ･カレッジへの再編 

 

 史料管理学研修会は毎年改善に努めてきたが、2002 年度から、運営・内容双方の面で大幅に再編

し、名称も「アーカイブズ・カレッジ」に改めた。 

 その狙いは、①記録史料をめぐる社会環境と、研究の進展を充分に踏まえたカリキュラムの抜本的

な改正、②大学院との連携・協力体制の整備、③アーカイブズを取り扱う現職者がより参加しやすい

運営形態への転換である。 

 ①については、１０か年に及ぶ研修会の開催経験、外部講師や研修生の意見・要望、アーカイブズ

を取り巻く社会的な環境変化、そして 2003 年刊行の論集『アーカイブズの科学』上下２巻の研究成

果をふまえることに留意した。②では、アーカイブズ学への関心の高まりの中で、諸大学において関

連の新規学科や講義の設置が相次ぎ、大学生・院生のなかにアーカイブズ学について、より体系的に

学ぼうとする要望が強いことを踏まえ、大学共同利用機関における大学院教育協力としての性格を明

確にし、大学との連携のもとに新しい運営システムを導入した。③では、自治体はじめ大学・企業な

どにおいてアーカイブズの重要性が認識されるようになり、文書館などが増加するに伴い、様々な機
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関の専門職員がアーカイブズ学に関する知識を必要としている一方で、昨今の行財政改革のなかで有

職者による研修が一層厳しさを増している状況にあること、こうした社会的変化を念頭に参加の容易

さを再編のうえでの留意点とした。 

 さらに、その後の研究の進展やアーカイブズを取り巻く社会状況の変化に鑑み、2008 年度から運営

方法・講義内容などに変更を加えた。講義では、アーカイブズの社会貢献に関する科目を新設し、市

民に対するアーカイブズの公開と提供などについて理論と技術を体系的に学べるものとした。また、

アーカイブズ管理と連動する現代の記録管理に関する講義を充実させ、整理記述論では情報化を前提

に実習を充実させた。これらに関連してアーカイブズが対象とする資源研究に関する講義は、組織構

造と記録管理に重点をおいたものとした。参加の容易さに関係して一層の多様性を持たせ、一定の知

識・経験を有する有職者の場合は６科目のうち１科目のみ特別聴講を可能とした。なお、この方法に

よる参加者を特別聴講者と称する。 

 2012 年に日本アーカイブズ学会は認定アーキビスト制度を発足させた。これはアーキビスト資格制

度への第一歩である。この制度が要求するアーキビスト教育のカリキュラムに対応して、電子記録関

係の講義を増やし、科目５を「法制度と組織管理」に改革した。 

 

 

■アーカイブズ・カレッジ（長期コース）の構成 

 長期コースの開催期日及び期間は、７月下旬から前期３週間、８月末から後期３週間とし、全体で

次の７つの科目を用意する。 

 

 ・アーカイブズ総論（総論・理論） 

 ・アーカイブズ資源研究（資源研究） 

 ・アーカイブズ管理研究Ⅰ（記録管理と評価選別） 

 ・アーカイブズ管理研究Ⅱ（記述の実践） 

 ・アーカイブズ管理研究Ⅲ（組織管理と社会貢献） 

 ・アーカイブズ管理研究Ⅳ（保存管理） 

 ・修了論文 

 

 「アーカイブズ総論」は、アーカイブズ学への導入として、アーカイブズ（記録資料／文書館）の

基本的な概念、歴史、ならびに現代社会におけるアーカイブズと専門職員（アーキビスト）の役割に

ついて総合的に考え、「アーカイブズ資源研究」では人間と記録との関わりの歩みを、組織学などの

関連諸科学や記録のライフサイクルなども念頭に考える。 

 「アーカイブズ管理研究Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ」では、多様なアーカイブズを永続的に保存し活用するた

めに、どのような仕組みを備え、これを実現するか、様々な観点から検討することを目的とする。 

修了論文は研修生が自由な問題関心からアーカイブズ学に関する研究をまとめるものであり、国文学

研究資料館教員が作成指導にあたる。 

 各科目は、講義・演習・実習・外部施設見学などによって構成される。各科目の最初には、総論的

な講義を用意した。 

 修了論文を除く各科目の授業時間は、９０分からなる１５回からなり、大学院における授業１科目

２単位と同等である。全体では６科目１２単位と換算可能である。こうした編成は、大学院との連携

・協力体制を意図したことによる。 

 

■各科目の時間配分 

 各科目の時間配分は、次のような基準を設けて、これに沿うようにした。即ち 

①１科目を１週間に集中させ、各科目のなかで講義が体系的に理解できるようにしている。 

②１週間のなかでは、各科目の講義は総論から各論へと体系的に配列されるように努めている。 

③１日の時間割は、９０分授業を４コマとした。このうち原則として前後期第１～３週の１時間目を

修了論文準備の時間とし、研修生が自由に自習することができるものとする。なお、その一部を修了
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論文指導の時間としても利用することができる。 

 

■科目担当教員の役割 

 各科目は、国文学研究資料館の担当教員がこれを担当するが、必要に応じて授業の一部を館内外か

らの適任者に依頼することもある。その際、担当教員は講師を事前に招集して研究会を持つなど、講

義内容を相互に検討・調整する機会を作るとともに、外部機関見学の事前準備や引率を行う。また、

科目担当教員は科目履修を認定する。 

 科目担当教員がこのような調整機能を果たすことにより、講師陣と研修生の双方に科目の目的や講

義相互の関連性がより明確となり、本カレッジの効果が上がることを期待している。 

 

 

■修了論文作成と指導 

 長期コースでは、研修の実を上げるために研修会終了後に修了論文（12,000 字程度）の作成・提出

を求め、その評価の上で修了証書を授与する。修了論文準備の時間を多く配置するのは、そのためで

あるが、あわせて適切な論文指導が欠かせない。よって、当館のアーカイブズ・カレッジ担当教員が

分担して、研修生の論文作成を指導するものとする。そのための時間には、修了論文準備および放課

後の時間を当て、論文の構想発表も実施する。 

  

■その他の変更事項 

(1)分割履修について 

 長期コースは、単年度での履修が望ましいが、とくに現職者などへの配慮から最大３年間にわたる 

分割履修を認める。ただし、その場合、初年度には必ず〈科目１〉アーカイブズ総論を選択し、また 

１年間に２科目以上を履修するものとする。 

 

(2)有職者による特別聴講について 

アーカイブズの社会的な広がりと、関係する諸機関・団体の成立を踏まえ、一定の知識・経験を有

する有職者の場合は６科目のうち１科目のみ特別に聴講を可能とした（特別聴講という）。特別聴講

者の受入れ数は、アーカイブズ・カレッジの定員枠３０名に余裕がある場合のみとする。複数の希望

があり、定員枠を超える場合は社会的な重要性などを考慮して選抜する。 

 

■アーカイブズ・カレッジ（短期コース）について  

 短期コースは、原則として東京以外の場所（2019 年度は熊本県）で、１１月に６日間の日程で開催

している。期間、カリキュラムとも基本的に従来の形態を踏襲することにし、短期間ではあるがアー

カイブズ学の全体像をコンパクトに伝えると共に、被災資料保全活動についても理解を深めることを

狙いとする。 

 授業は、長期コースの科目に準じて配置した。その柱は次の通りである。 

 ・アーカイブズ総論 

 ・アーカイブズ論 

 ・アーカイブズ管理論 

 ・アーカイブズ管理の実際 

 研修会終了後に修了論文（4,000 字程度）の作成・提出を求め、その評価の上で修了証書を授与す

る。 



Ｂ．短期コース

●アーカイブズ総論●
アーカイブズの保存と活用の歴史を学び、現代社会における文書館と
アーキビストの役割を考える

１．現代のアーカイブズとアーキビストの役割 国文学研究資料館研究部教授 渡辺　浩一

●アーカイブズ論●
アーカイブズの本質と構造を、情報学・組織学および記録管理学など
から多面的に理解する

１．アーカイブズ資源論 国文学研究資料館研究部教授 藤實久美子

●アーカイブズ管理論●
収集・移管から保存・利用まで、アーカイブズを永続的に守り活かす
ための科学的な管理・運用システムを考える

１．アーカイブズ・レコード・マネジメント論
２．民間アーカイブズ・コントロール論
３．アーカイブズと情報コントロール
４．アーカイブズの整理と目録編成
５．自然科学系のアーカイブズ
６．アーカイブズの保存環境と劣化損傷の予防
７．アーカイブズの保存修復

８．アーカイブズの公開と普及活動

出版文化社 アーカイブ担当プロデューサー
国文学研究資料館研究部准教授
京都大学大学文書館特定助教
国文学研究資料館研究部准教授

高エネルギー加速器研究機構 リサーチアドミニストレーター
国文学研究資料館研究部准教授

文申堂

国文学研究資料館研究部准教授

中村　崇高
太田　尚宏
橋本　　陽
西村慎太郎
菊谷　英司
青木　　睦
宮田　　正彦
青木　　睦
加藤　聖文

●アーカイブズ管理の実際●
実際のアーカイブズ保存利用機関における管理業務の実際について
施設見学を交えながら学び、考える

１．地域とアーカイブズ
２．アーカイブズの管理と利用
３．アーカイブズの管理と利用（施設見学）

渋沢史料館 学芸員
東京都公文書館

清水　裕介

※講師の所属は令和 2年 3月 1日現在です

令和 2年度　アーカイブズ・カレッジ〈短期コース〉日程
※Ⅰ

9：30～ 11：00
Ⅱ

11：10～ 12：40
Ⅲ

13：40～ 15：10
Ⅳ

15：20～ 16：50

10/26（月） 開講式
（渡辺 ･藤實）

現代のアーカイブズとアーキビストの役割
（渡辺浩一）

アーカイブズ資源論
（藤實久美子）

10/27（火） アーカイブズ・レコード・マネジメント論
（中村崇高）

民間アーカイブズ・コントロール論
（太田尚宏）

10/28（水） アーカイブズと情報コントロール
（橋本　陽）

アーカイブズの整理と目録編成
（西村慎太郎）

10/29（木） 自然科学系のアーカイブズ
（菊谷英司）

地域とアーカイブズ
（清水裕介）

アーカイブズの管理と利用
（東京都公文書館員）

アーカイブズの管理と利用
（施設見学）

10/30（金） アーカイブズの保存環境と劣化損傷の予防
（青木　睦）

アーカイブズの保存修復
（宮田　正・青木　睦）

10/31（土） アーカイブズの公開と普及活動
（加藤聖文）

総括討論
（青木・加藤）

閉講式
（青木・加藤）
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氏名 勤務先 現職 勤務先所在地

菊谷　英司 高エネルギー加速器研究機構 IR推進室
リサーチアドミニス
トレーター

茨城県つくば市大穂1-1

清水　裕介 渋沢史料館 学芸員 東京都北区西ヶ原2-16-1

中村　祟高 株式会社　出版文化社
アーカイブ担当プロ
デューサー

東京都中央区新川1-8-8 アクロス新川ビル4F

橋本　陽 京都大学大学文書館 特定助教 京都府京都市左京区吉田河原町15-9

宮田　正彦 文申堂 ― 東京都あきる野市小中野550-8

渡辺　浩一 国文学研究資料館 研究主幹 立川市緑町10-3

藤實　久美子 国文学研究資料館 教授 立川市緑町10-3

太田　尚宏 国文学研究資料館 准教授 立川市緑町10-3

青木　睦 国文学研究資料館 准教授 立川市緑町10-3

西村　慎太郎 国文学研究資料館 准教授 立川市緑町10-3

加藤　聖文 国文学研究資料館 准教授 立川市緑町10-3

訪問・実習
施設

東京都公文書館 東京都国分寺市泉町2-2-21

　　　　　　　　　　　－9－

令和２年度 アーカイブズ・カレッジ講師名簿

短期コース

館内教員
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アーカイブズ学に関する主な文献 

2020.9 

〔資料集・年表・用語集・事典〕 

 全国歴史資料保存利用機関連絡協議会編『日本の文書館運動-全史料協の20年』（岩田書院、1996

年） 

 全国歴史資料保存利用機関連絡協議会監修,文書館用語集研究会編『文書館用語集』(大阪大学出版

会、1997年) 

小川千代子・高橋実・大西愛編『アーカイブ事典』（大阪大学出版会、2003年） 

中野目徹・熊本史雄編 『近代日本公文書管理制度史料集 中央行政機関編』（岩田書院、2009年） 

小川千代子・菅真城編『アーカイブ基礎資料集』（大阪大学出版会、2015年） 

 

〔記録管理論・アーカイブズ論〕 

安澤秀一『史料館・文書館学への道―記録・文書をどう残すか―』（吉川弘文館、1985年） 

大藤修・安藤正人『史料保存と文書館学』（吉川弘文館、1986年） 

国文学研究資料館史料館編『史料の整理と管理』(岩波書店、1988年） 

 岩上二郎『公文書館への道』（共同編集室、1988年） 

 作山宗久『文書のライフサイクル』（法政大学出版局、1995年） 

 門倉百合子編著『はじめて学ぶ文書管理-レコード･マネジメント入門』（ミネルヴァ書房、1996年） 

 小川千代子『情報公開の源流―30年原則とICA―』（岩田書院ブックレット１、岩田書院、1996年） 

安藤正人・青山英幸共編著『記録史料の管理と文書館』（北海道大学図書刊行会、1996年） 

安藤正人『記録史料学と現代―アーカイブズの科学をめざして―』（吉川弘文館、1998年） 

 小川千代子『世界の文書館』（岩田書院ブックレット５、岩田書院、2000年）  

アーカイブズ・インフォメーション研究会編訳『記録史料記述の国際標準』（北海道大学図書刊行

会、2001年） 

青山英幸『記録から記録史料へ―アーカイバル・コントロール論序説』（岩田書院、2002年） 

鈴江英一『近現代史料の管理と史料認識』（北海道大学図書刊行会、2002年） 

ポール・トンプソン『記憶から歴史へ-オーラル・ヒストリーの世界』（青木書店、2002年）  

全国歴史資料保存利用機関連絡協議会編『日本のアーカイブズ論』（岩田書院、2003年） 

国文学研究資料館史料館編『アーカイブズの科学』上下（柏書房、2003年） 

青山英幸『アーカイブズとアーカイバル・サイエンス―歴史的背景と課題―』（岩田書院、2004年） 

青山英幸『電子環境におけるアーカイブズとレコード―その理論への手引き』（岩田書院、2005年） 

記録管理学会・日本アーカイブズ学会編『入門アーカイブズの世界―記録と記憶を未来へ（翻訳論

文集）』（日外アソシエーツ、2006年） 

 大濱徹也『アーカイブズへの眼―記録の管理と保存の哲学―』（刀水書房、2007年） 

小谷允志『今、なぜ記録管理なのか＝記録管理のパラダイムシフト―コンプライアンスと説明責任

のために』（日外アソシエーツ、2008年） 

仲本和彦『研究者のためのアメリカ国立公文書館徹底ガイド』（凱風社、2008年） 

 研谷紀夫『デジタルアーカイブにおける「資料基盤」統合化モデルの研究』（勉誠出版、2009年） 

安藤正人『アジアのアーカイブズと日本―記録を守り記憶を伝える―』（岩田書院ブックレット13、

岩田書院、2009年） 

国文学研究資料館アーカイブズ研究系編『アーカイブズ情報の共有化に向けて』(岩田書院,2010年） 

松岡資明『日本の公文書―開かれたアーカイブズが社会システムを支える』(ポット出版、2010年） 

 松岡資明『アーカイブズが社会を変える』（平凡社新書、2011年） 

 朝日 崇『実践 アーカイブ・マネジメント―自治体・企業・学園の実務』（出版文化社、2011年） 

全史料協近畿部会編『時を貫く記録の保存－日本の公文書館と公文書管理法』（岩田書院、2011年） 

マリア・バルバラ・ベルティーニ著・湯上良訳『アーカイブとは何か―石板からデジタル文書まで、

イタリアの文書管理―』（法政大学出版局、2012年） 

渋沢栄一記念財団実業史研究情報センター編『世界のビジネス･アーカイブズ 企業価

値の源泉』（日外アソシエーツ、2012 年） 
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平井孝典『公文書管理と情報アクセス―国立大学法人小樽商科大学の「緑丘アーカイ

ブズ」』（世界思想社、2013 年） 

企業史料協議会編『企業アーカイブズの理論と実践』（丸善出版、2013 年） 

菅 真城『大学アーカイブズの世界』（大阪大学出版会、2013 年） 

小谷允志『文書と記録のはざまで―最良の文書･記録管理を求めて』（日外アソシエー

ツ、2013 年） 

根本彰編『シリーズ図書館情報学 3 情報資源の社会制度と経営』（東京大学出版会、

2013 年） 

国文学研究資料館編『アーカイブズの構造認識と編成記述』（思文閣出版、2014 年） 

 中京大学社会科学研究所編『知と技術の継承と展開―アーカイブズの日伊比較』（創

泉堂出版、2014 年） 

 安藤正人他編『歴史学が問う 公文書の管理と情報公開: 特定秘密保護法下の課題』

（大月書店、2015 年） 

日本図書館情報学会研究委員会編『情報の評価とコレクション形成』（勉誠出版、2015

年) 

中野目徹『公文書管理法とアーカイブズ―史料としての公文書―』（岩田書院ブックレ

ット18、岩田書院、2015 年） 

岡本真･柳与志夫編『デジタル･アーカイブとは何か 理論と実践』（勉誠出版、2015 年） 

坂口貴弘『アーカイブズと文書管理―米国型記録管理システムの形成と日本』（勉誠

出版、2016 年） 

エリザベス･シェパード,ジェフリー･ヨー著 森本祥子ほか訳『レコード･マネジメン

ト･ハンドブック:記録管理･アーカイブズ管理のための』(日外アソシエーツ、2016

年) 

水嶋英治他編『デジタルアーカイブの資料基盤と開発技法―記録遺産学への視点』（晃

洋書房、2016 年） 

渡辺尚志編『アーカイブズの現在・未来・可能性を考える』（法政大学出版会、2016年） 

ヴー・ティ・フン他『ベトナムアーカイブズの成立と展開―阮朝期・フランス植民地期・そして1945

年から現在まで』ビスタ ピーエス、2016年 

中京大学社会科学研究所アーカイブズ研究プロジェクト編『地方公共団体における文

書管理制度の形成』（公職研、2017 年） 

柳与志夫『入門 デジタルアーカイブ: まなぶ・つくる・つかう』（勉誠出版、2017 年） 

長井 勉『公文書館紀行－公文書館を取材して見えてきた現状と課題』（丸善プラネ

ット、2017 年） 

長井 勉『公文書館紀行（第二弾）－取材から見えてきた「今、問われる公文書」』

（丸善プラネット、2017 年） 

国際アーカイブズ評議会（ICA）建築記録部会編 安澤秀一訳『建築記録アーカイブズ

管理入門』（美学出版、2018 年） 

高山正也監修 壺阪龍哉・斎藤柳子・清水惠枝・渡邉佳子『文書と記録 日本のレコ

ード・マネジメントとアーカイブズへの道』（樹村房、2018 年） 

廣田傳一郎・江川毅『一目でわかる自治体の文書管理－行政文書管理ガイドラインの実践』（第一

法規、2018年） 

瀬畑 源『公文書管理と民主主義:なぜ,公文書は残されなければならないのか』（岩波ブックレッ

ト、2019年） 

榎澤幸広他編『公文書は誰のものか?: 公文書管理について考えるための入門書』（現代人文社、

2019年） 

新藤宗幸『官僚制と公文書: 改竄、捏造、忖度の背景』（ちくま新書、2019年） 

小川千代子・菅真城・大西愛編『公文書をアーカイブする』（大阪大学出版会、2019

年） 

スー・マケミッシュ、マイケル・ピゴットほか編 安藤正人・石原一則ほか訳『アーカイブズ論―記録

のちからと現代社会―』（明石書店、2019 年） 
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小池聖一『アーカイブズと歴史学：日本における公文書管理』（刀水書房 2020年） 

早川和宏監修・地方公共団体文書管理条例研究会『こんなときどうする？自治体の公文書～実際に

あった自治体からの質問３６』（第一法規、2019年） 

阿部武司『アーカイブズと私―大阪大学での経験―』（クロスカルチャー出版、2020年） 

 

 

〔社会活動・史料保存運動〕 

 埼玉県市町村史編さん連絡協議会『地域文書館の設立に向けて』（同会、1987年） 

 埼玉県市町村史編さん連絡協議会『地域文書館の設立に向けて２―行政文書の収集と整理―』（同

会、1989年） 

 埼玉県地域史料保存活用連絡協議会『地域文書館の設立に向けて３―諸家文書の収集と整理―』（同

会、1992年） 

 埼玉県地域史料保存活用連絡協議会『地域文書館の設立に向けて４―地域史料の保存と管理―』（同

会、1994年） 

高野 修『地域文書館論』（岩田書院、1995年） 

高橋 実『文書館運動の周辺』（岩田書院、1995年） 

高橋 実『自治体史編纂と史料保存』（岩田書院、1997年） 

 高野 修『日本の文書館』（岩田書院ブックレット２、岩田書院、1997年） 

安藤正人『草の根文書館の思想』（岩田書院ブックレット３，岩田書院、1998年） 

 歴史人類学会編『国民国家とアーカイブズ』（日本図書センター、1999年） 

 小松芳郎『市史編纂から文書館へ』（岩田書院ブックレット４、岩田書院、2000年） 

高橋正彦他編『今日の古文書学』12巻「史料保存と文書館」（雄山閣、2000年） 

小川雄二郎『文書館の防災を考える』（岩田書院ブックレット６、岩田書院、2002年）        

 文書館問題研究会・横浜開港資料館編『歴史資料の保存と公開』（岩田書院ブックレット７、岩田

書院、2003年） 

 全国歴史資料保存利用機関連絡協議会資料保存委員会編『データにみる市町村合併と公文書保存』

（岩田書院ブックレット８、岩田書院、2003年） 

 越佐歴史資料調査会編『地域と歩む史料保存活動』（岩田書院ブックレット９、岩田書院、2003年） 

地方史研究協議会編『歴史資料の保存と地方史研究』（岩田書院、2009年） 

松下正和・河野未央編『水損史料を救う―風水害からの資料保全』（岩田書院ブックレット12、岩

田書院、2009年） 

瀬畑 源『公文書をつかう―公文書管理制度と歴史研究―』（青弓社、2011年） 

奥村 弘『大震災と歴史資料保存―阪神・淡路大震災から東日本大震災へ』（吉川弘文館、2012年） 

神戸大学大学院人文学研究科地域連携センター編『「地域歴史遺産」の可能性』（岩

田書院、2013 年） 

奥村弘編『歴史文化を大災害から守る 地域歴史資料学の構築』（東京大学出版会、2014

年） 

木部暢子編『災害に学ぶ 文化資源の保全と再生』（勉誠出版、2015 年） 

白水智『古文書はいかに歴史を描くのか フィールドワークがつなぐ過去と未来』（Ｎ

ＨＫブックス、2015 年） 

九州史学会・公益財団法人史学会編『過去を伝える、今を遺す―歴史資料、文化遺産、

情報資源は誰のものか―』（山川出版社、2015 年） 

神奈川地域資料保全ネットワーク編『地域と人びとをささえる資料―古文書からプラ

ンクトンまで』（勉誠出版、2016 年） 

国文学研究資料館編『社会変容と民間アーカイブズ』（勉誠出版、2017 年） 

瀬畑 源『公文書問題 日本の｢闇｣の核心』（集英社新書、2018 年） 

西村慎太郎編『新しい地域文化研究の可能性を求めて vol.5 地域歴史資料救出の先

へ』（人間文化研究機構広領域連携型基幹研究プロジェクト「日本列島における地

域社会変貌・災害からの地域文化再構築」、2018 年） 

 白井哲哉『災害アーカイブ 資料の救出から地域への還元まで』（東京堂出版、2019年） 
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 地方史研究協議会編『学校資料の未来:地域資料としての保存活用』（岩田書院、2019年） 

 毎日新聞取材班『公文書危機 闇に葬られた記録』（毎日新聞出版、2020年） 

 

〔アーカイブズ資源論・史料学〕 

 『岩波講座日本通史』別巻３「史料論」（岩波書店、1995年） 

 石上英一『日本古代史料学』（東京大学出版会、1997年） 

 笠谷和比古『近世武家文書の研究』（法政大学出版会、1998年） 

 中野目徹『近代史料学の射程―明治太政官文書研究序説』（弘文堂、2000年） 

高木俊輔・渡辺浩一編著『日本近世史料学研究―史料空間論への旅立ち―』（北海道大学図書刊行

会、2000年） 

 丑木幸男『戸長役場史料の研究』（岩田書院、 2005年）  

 小池聖一『近代日本文書学研究序説』（現代史料出版、2008年） 

国文学研究資料館編『藩政アーカイブズの研究-近世における文書管理と保存』（岩田書院,2008年） 

 国文学研究資料館編『中近世アーカイブズの多国間比較』（岩田書院、2009年） 

 林佳世子, オゼル・エルゲンチ, 渡辺浩一編『中近世日本とオスマン朝にみる国家・社会・文書』

（東洋文庫、2009年） 

 太田富康『近代地方行政体の記録と情報』（岩田書院、2010年） 

 富田正弘『中世公家政治文書論』（吉川弘文館、2012年） 

 臼井佐知子・フセイン･ジャン･エルキン・岡崎敦・金炫栄・渡辺浩一編『契約と紛争の比較史料学

―中近世における社会秩序と文書―』（吉川弘文館、2014年） 

渡辺浩一『日本近世都市の文書と記憶』（勉誠出版､2014年） 

国文学研究資料館編『幕藩政アーカイブズの総合的研究』（思文閣出版、2015 年） 

 上島有『中世アーカイブズ学序説』（思文閣出版、2015 年） 

 井上幸治『古代中世の文書管理と官人』（八木書店、2016 年）  

大津透･桜井英治･藤井讓治･吉田裕･李成市編『岩波講座日本歴史 第 21 巻 史料論』

（岩波書店、2015 年） 

国文学研究資料館編『近世大名のアーカイブズ資源研究-松代藩・真田家をめぐって』

（思文閣出版、2016 年） 

湯山賢一『古文書の研究―料紙論・筆跡論―』（青史出版、2017年） 

湯山賢一『古文書料紙論叢』（勉誠出版、2017年） 

冨善一敏『近世村方文書の管理と筆耕―民間文書社会の担い手』（校倉書房、2017年） 

工藤航平『近世蔵書文化論』（勉誠出版、2017年） 

石原香絵『日本におけるフィルムアーカイブ活動史』（美学出版、2018 年） 

小林恭子『英国公文書の世界史 一次資料の宝石箱』（中公新書ラクレ、2018 年） 

佐藤孝之・三村昌司編『近世近現代 文書の保存・管理の歴史』（勉誠出版、2019 年） 

熊本史雄『近代日本の外交料を読む』（ミネルヴァ書房 2020.2） 

服部龍二『外交を記録し、公開する：なぜ公文書管理が重要のか』（東京大学出版会、

2020 年） 

 

〔保存と修復〕 

 遠藤諦之輔『古文書修補六十年―和装本の修補と造本―』（汲古書院、1987年） 

 鈴木英治『紙の劣化と資料保存―シリーズ本を残す４―』（日本図書館協会、1993年） 

 安江明夫ほか編『図書館と資料保存―酸性紙問題からの１０年の歩み―』（雄松堂出版、1995年） 

記録史料の保存・修復に関する研究集会実行委員会編『記録史料の保存と修復―文書・書籍を未来

に遺す―』（アグネ技術センター、1995年） 

 日本写真学会画像保存研究会編『写真の保存・展示・修復』(武蔵野クリエイト、1996年） 

国立国会図書館訳『「治す」から「防ぐ」へ―ＩＦＬＡ図書館資料の予防的保存対策の原則―』（シ

リーズ本を残す９、日本図書館協会、2003年） 

「防ぐ技術・治す技術―紙資料保存マニュアル―」編集ワーキング・グループ編著『防ぐ技術・治

す技術―紙資料保存マニュアル―』（日本図書館協会 2005年） 
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園田直子編『紙と本の保存科学』（岩田書院、2009年） 

 大林賢太郎『写真保存の実務』（岩田書院ブックレット14、岩田書院、2010年） 

 全国歴史資料保存利用機関連絡協議会編『劣化する戦後写真―写真の資料化と保存・活用―』（岩

田書院ブックレット15、2010年） 

東京文化財研究所編『文化財の保存環境』（中央公論美術出版、2011年） 

文化財保存修復学会編『災害から文化財を守る』（文化財の保存と修覆14、クバプロ、2012年） 

青木睦『被災資料救出から考える史料保存』（けやき出版、2013年） 

神庭信幸『博物館資料の臨床保存学』（武蔵野美術大学出版局、2014年） 

公益財団法人文化財虫菌害研究所編『文化財ＩＰＭの手引き』（公益財団法人文化財虫菌害研究所、

2014年） 

RD3プロジェクト編『被災写真救済の手引き―津波・洪水などで水損した写真への対応マニュアル』

（国書刊行会、2016年） 

久留島典子・高橋則英・山家浩樹編『文化財としてのガラス乾板―写真が紡ぎなおす歴史像』（勉

誠出版、2017年） 
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〔Ⅰ〕アーカイブズ総論  
 

 

 

 

１.現代のアーカイブズとアーキビストの役割 
 

         

研究部 渡辺浩一 

 

 

 

参考文献 

青山英幸『電子環境におけるア－カイブズとレコード』(岩田書院、2005 年) 

安藤正人『記録史料学と現代』(吉川弘文館、1998 年) 

国立公文書館編『アーキビスト養成・認証制度調査報告書』（2019 年） 

スー・マケミッシュ, マイケル・ピゴット, バーバラ・リード, フランク・アップウォード編、安藤正

人, 石原一則, 坂口貴弘, 塚田治郎, 保坂裕興, 森本祥子 訳『アーカイブズ論―記録のちからと現代

社会―』(明石書店、2019年) 

マーク・ポスター著、室井尚・吉岡洋訳『情報様式論』(岩波文庫、2001年) 

 

１．記録史料（アーカイブズ）とは 

 (1)アーカイブズarchivesの定義 

  a.基本的定義；現用記録recordのうち評価選別され保存され公開されたもの。 

     遠い過去の文書；時間的経過による選別→現存文書は全て保存 

現在の文書；アーカイブズ学に基づく選別→選ばれたものだけ保存 

   媒体；土(粘土板)、石(石板、碑文)、植物(竹簡・木簡・貝葉文書)、金属(銘文)、／ 

紙、フィルム、磁気、電子 の積層性[ポスター2001]。 

b.新しい定義；行為の痕跡が媒体にとどめられた記録のうち、組織や社会により共用化されたも

の。レコードとアーカイブズは連続体＝レコードキーピングrecordkeeping 

 (2)定義変化の背景 

 a.現代社会の電子情報化 

  記録の原本性・真正性・信頼性のゆらぎ  ＝電子記録への不断のメタデータ付与 

    ＊メタデータ；標題、作成者、作成日、利用と管理の履歴、記録媒体、フォーマット、フォー

マットの変換日などを説明するデータ。 

    紙媒体はメタ・データが無意識に付与される、利用痕跡が残ることがある。 

  b.求められる説明責任  

政府・地方自治体・企業における意志決定の透明性 ＝内部記録の社会化 

  c.組織の在り方の変化 

   体系的・階層的・樹形図的・固定的・相互排他的な組織から、不定形で柔軟な組織へ 

       ＝記録が帰属する業務単位が自明ではない。 

       →内部組織に即して考えると業務プロセス（機能）が表現しにくい。 
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 ➡記録史料の管理・利用・保存のパラダイム変化 

   関心の移動；記録それ自体の蓄積への関心を基礎として、記録をめぐる人間の行為も 

 

２．文書館（アーカイブズ）とは何か 

 (1)基本機能 

  移管・評価選別・記述編成（検索手段）・共用（公開・レファレンス・普及活動） 

  記録のライフサイクル論 

 (2)理念 

  民主主義の基礎の一つ     ＊独裁国家の道具にもなりうる。 

 (3)日本の制度と法 

  記録史料：1987公文書館法、1999国立公文書館法 

現用記録：1999情報公開法、 

両方：2011公文書管理法 

 (4)実例 

  数  国立4、都道府県立40/48、政令市9/20、県庁所在地2/32、市区町村31/1727、 

国立大学13/86、民間企業96/57428(1000人以上)、市民団体?/51117(NPO) 

  組織アーカイブズ  宮城県公文書館、島根県公文書センター、… 

  収集アーカイブズ  国文学研究資料館（歴史資料）、…     

  両方 国立公文書館、東京都公文書館、埼玉県立文書館、神奈川県立公文書館、… 

 

３．アーキビストの役割 

(1)過去・現在・未来の媒介者 

記録がいつ・どこで・誰によって・どのような経緯で作成され、使用され、保管されたのかという

コンテクスト情報の提供。 

      こればなぜ必要か？ 記録はときどき不完全だから。 

      記録と記録をつなぐこと＝人と記録をつなぐこと 

＊コンテクスト情報の分析が資源論。   資源論にもとづき、管理論が展開する。 

  レコードキーパー；連続体論に基づく拡張されたアーキビスト像[マケミッシュほか2019] 

(2)アーキビストの倫理 

 いかに所属組織（タテの拘束）から独立して判断できるか？ 

(3)専門職として（ヨコの連帯）―専門職団体と養成 

 全国歴史資料保存活用連絡協議会、企業史料協議会、日本アーカイブズ学会、 

記録管理学会 

 大学院教育と研修会 

  日本アーカイブズ学会認定アーキビストhttp://www.jsas.info/modules/aboutJSAS/index.php?id=13#a 

 国立公文書館認証アーキビスト http://www.archives.go.jp/ninsho/index.html 
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〔Ⅱ〕アーカイブズ論  
 

 

  
 

１. アーカイブズ資源論 

 

 

研究部 藤實 久美子 

 

 

 

・アーカイブズ（記録）の本質と構造（全体を構成する諸要素同士の関係）を、情報工学・

組織社会学および史料学などからの知見に照らしつつ、多面的に理解する。 

・アーカイブズ学が対象とする資源（情報資源）の範囲とその可能性を理解する。 

・アーキビストに必要とされる知識（レコード・キーピング、レコード・マネジメントなど）

のなかで、アーカイブズ（記録）資源を体系的に理解する。 

 

参考文献  

安藤正人「〔講演〕日本のアーカイブズ研究とアーキビスト教育―国際環境の中で―」（京都

大学『経済資料研究』35、2005 年） 

太田富康「アーカイブズ機関における編成記述の動向と課題」（国文学研究資料館編『アー

カイブズの構造認識と編成記述』思文閣出版、2014 年） 

大藤修・安藤正人『史料保存と文書館学』吉川弘文館、1986 年 

清原和之「アーカイブズ資料情報の共有と継承―集合記憶の管理を担うのは誰か―」（九州

史学会・公益財団法人史学会編『過去を伝える、今を遺す―歴史資料、文化遺産、情報資

源は誰のものか―』山川出版社、2015 年） 

古賀 崇「文書資料と文書館・アーカイブズ」（日本図書館情報学会研究委員会編『情報の

評価とコレクション形成〈わかる！図書館情報学シリーズ２〉』勉誠出版、2015 年） 

柴田智彰「アーカイブズの内的秩序構成理論と構造分析の課題」」（前掲『アーカイブズの構

造認識と編成記述』） 

スー・マケミシュほか、訳・安藤正人ほか『アーカイブズ論―記録のちからと現代社会―』

（明石書店、2019 年） 

藤本孝一『本を千年つたえる―冷泉家蔵書の文化史―』朝日新聞出版、2010 年 

渡辺浩一「日本近世・近代在地記録史料群の階層構造分析方法について」（前掲『アーカイ

ブズの構造認識と編成記述』） 

藤實久美子『近世書籍文化論―史料論的アプローチ―』（吉川弘文館、2006 年） 

―――――「安政６・万延元年の町奉行所外国掛下役の諸記録―詰所日記・綴り帳「外国人
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買物」の分析―」（『国文学研究資料館紀要 アーカイブズ研究篇』17、2021 年予定） 

 

 

 

１．アーカイブズ（記録）・アーカイブズ（記録）資源とは  

(a)アーカイブズ（記録）の定義 

  基本的定義：現用記録（後述）のうち評価選別され保存され公開されたもの 

アーカイブズ学の基準による評価選別→選ばれたものだけ保存 

       この定義では高度経済成長期以前のアーカイブズ（記録）をカバーしない 

→時間的経過による選別、現存文書は全て保存（②－２） 

＊新しい定義：行為の痕跡が媒体①にとどめられた記録のうち、組織や社会により共有化②

されたもの  

①アーカイブズ資料：文書、電磁的記録、図面、写真、映画フィルム、音声記録、光ディ

スク等を含み、媒体や形式は問わない（国立公文書館「アーキビストの職務基準書」） 

 ②－１ 組織アーカイブズ：政府・自治体・学校・大学（国公立）、企業・大学（私立）

などの親組織から体系的に記録史料を受け入れ。廃棄・移

管・保存を判断（軽微） 

 ②－２ 収集アーカイブズ：個人、家、親組織とは別の組織から収集する。文化遺産とし

て受け入れ。コレクション管理。原則、廃棄なし 

 

(b) アーカイブズ学独自のアプローチ方法とアーカイブズ（記録）資源の範囲 

図 書 館 ：アイテム・レベルの情報資源のうち「主題」をもとに組織化 

博 物 館 ：同上 

◎アーカイブズ： 

①出所・原秩序・階層構造に根ざしてその本質・構造を分析 

②情報資源の組織化＝③情報資源とレコード・マネジメント→利用可能性の促進 

 情報資源の範囲 国文研：史料情報共有化データベース 

【参考】 

02.（中略）アーキビストは文書館の理念（すなわち出所の原則、原秩序尊重の原則）

と承認された標準に従い、できる限り速やかに、保存のために選別した記録の整理と記

述をすべきである。 

06. アーキビストは文書館資料に対する最大限の利用可能性を促進し、すべての利用者

に対して公平な業務を行わなければならない。／アーキビストは、管轄するすべての記

録について、総合目録と、必要なら個別目録の両方を作成すべきである。アーキビスト

は、あらゆる方面に対して、公正な助言を行い、バランスのとれる範囲でサービス提供

を行うために、利用できる資源を採用すべきである。アーキビストは、所属機関の方針、
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所蔵資料の保存、関係法令への配慮、個人の権利、寄贈者との覚書などを勘案した上で、

所蔵資料に関する常識的な質問にはすべからく、丁寧に、親切心を持って応答し、資料

を可能な限り利用するよう、奨励すべきである（後略）。（「ICA アーキビストの倫理綱

領」1996 年、国際文書館評議会 International Council on Archives） 

２．アーカイブズ（記録）資源のコア 

【前提】アーカイブズ（機関）に収蔵（保護）された記録史料は不完全 

アーカイブズ（記録）の作成の背景記述のための組織・業務研究（歴史学研究）が必要 

コンテクスト情報資源の組織化ではアーキビストによる分析・解釈・叙述の範囲大きい 

 

(a)出所（しゅっしょ）のコンテクスト（作成・授受・蓄積の諸側面） 

   日本社会における主要な出所 

   家       前近代から近現代にかけて長期継続する日本独特な史料群  

   共同体    村や町、宗教集団、同業者仲間の共有文書  

個人     家文書から次第に析出される。現代民間記録の一般的あり方  

目的団体  近現代の政府・地方自治体・企業・学校その他の組織  

◎アーカイブズ学では出所を１つの単位としてアーカイブズ（記録）を群としてとらえる  

               図書館・博物館と異なる 

 

(b)階層構造  

 

    フォンド ― サブ・フォンド ― シリーズ ― ファイル ― アイテム   

    ○出  所 ― ○組   織  ― ○機  能 ― ○内  容 ― ○単  体  

 

 

 

【事例紹介】 

    山口県文書館 

 沖縄県文書館 

 国立公文書館 

    国文学研究資料館 古沢家文書 
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３．アーカイブズ（記録）資源の記述 

コンテクストに関わる情報の整理 

          群の成立や管理（伝来を含む）に関する情報 

内的秩序への接近、または復元 

          アーカイブズ（記録）の外にある情報を視野に 

 

４．アーカイブズ（記録）認識変化  

【従来】アーカイブズ（記録）のライフ・サイクル論    総合記録管理システム 

 

現 用    →    半現用        →  非現用  

性質         記録 records  →    ＜評価・選別＞ → アーカイブズ（記録） 

保管場所 原局  →    中間保管庫      → アーカイブズ（機関）  

 

【現在】レコード・コンティニュアム理論         記録連続体理論 

コンティニュアム・モデル  豪フランク・アップウォード 1996 年 

  記録 records／個人・組織記録 archive／社会的記録・集合的記憶 archives  

 

・記録連続体理論の特徴 

①アーカイブズ（記録）にとって重要なコンテクスト情報は記録の外部にある（鮮明に） 

②行為のプロセス（出所の諸機能・共用化＝公開）までを重視 

③管理保管（半・非現用）の実体を複数次元で捉え、アーカイビング後までを一体化  

      ＝レコードの管理を連続的過程としてみなす、アーキビストの行為を客観視 

 

 

 

５．（史料群の）階層構造・内的秩序分析の実際 

【事例紹介】 

 国立国会図書館旧幕引継書 町奉行所外国掛・同下役の諸記録  

 国文学研究資料館  三井文庫旧蔵資料（袋綴本） 

  

 

 

  （１）組織性の内的秩序＝階層構造の分析作業 

  アーカイブズ（記録）が機能した範囲 

  （２）連続性の内的秩序＝シリーズ（機能）の分析作業 

  一機能に関してアーカイブズ（記録）が作成・授受され続けた期間 
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 （１）組織的コンテクストを重視  

 樹形図状の内部組織に従って階層構造を設定    〈例〉部 ― 課 ― 係 

職務分掌が明確な組織として存在し、 

各内部組織が明文化された独自の機能を有することが前提 

●内部組織変更や出所統合などの変化に不適応 

●部局横断的機能のコンテクスト表示には不向き 

   

（２）機能的コンテクストを重視  

目的に即した機能やそれを支える諸機能に従って多数のシリーズを設定  

内部組織変更や統合などの変化に適応 

●機能する場の細かな変化表示には不向き 

 

【現在の傾向】（１）から（２）への変化 

＝推定組織 サブ・フォンドの設定を含むが拘泥しすぎない 

（１）と（２）のアプローチ方法の柔軟な組み合せ 

１次元 秩序付与（作成時点） 

２次元 秩序付与（保存管理＝キャプチャー段階） 

¦ 

５次元 秩序付与（時空間距離をおいてアーキビストによる保存管理） 

２次元秩序付与がある（内的秩序が顕在化）→２～４次元を土台に秩序を分析 

＝内部的構造的分析 

     ２次元秩序付与なし（内的秩序が潜在化）→対象記録史料群の外部資料の分析 

＝外部的構造分析 

内部的分析の制約：史料群の規模、状態（内的秩序の残存度、第二次の不統一） 

外部的分析の制約：関係するアーカイブズ（記録）の残存度 

 

 

 

＊機能と組織の双方から階層構造（単体間、機能間の関係）を考える場合、 

機能重視の方向性にならざるをえない（現状）  

 

 

 

 

 



24 
 

 

 



25 
 

 

 〔Ⅲ〕アーカイブズ管理論   

  
 

 

１. アーカイブズ・レコード・マネジメント論 

 

 

出版文化社シニア・アーキビスト 中村 崇高 

 

 

 

講義要旨 

本講義では、レコード・マネジメント（記録管理）とアーカイブズの基本的な考え方をふまえた

うえで、日本社会における両者の連携の実態を紹介する。レコード・マネジメントとアーカイブズ

が一体として管理されることが望ましいことはいうまでもない。しかし、両者がつながりをもつこ

との重要性が、現代の日本社会において理解されているとは必ずしもいえない。そこで、両組織の

連携の必要性を論じつつ、公的機関（国・自治体）と民間（企業）における記録管理とアーカイブ

ズの現状および課題を提示する。 

 

主要参考文献【図書】 

安藤正人『記録史料学と現代』（吉川弘文館、1998年） 

エリザベス・シェバード、ジェフリー・ヨー、森本祥子・平野泉・松崎裕子編訳『レコード・マネ

ジメント・ハンドブック』（日外アソシエーツ、2016年） 

坂口貴弘『アーカイブズと文書管理 米国型記録管理システムの形成と日本』（勉誠出版、2016年） 

渋沢栄一記念財団『世界のビジネス・アーカイブズ：企業価値の源泉』（日外アソシエーツ、2012

年） 

高山正也監修『文書と記録 日本のレコード・マネジメントとアーカイブズへの道』（樹書房、2018

年） 

 

主要参考文献【論文】 

石原一則「記録の評価選別とレコード・スケジュール」（日本アーカイブズ学会『アーカイブズ学

研究』13、2010年） 

中島康比古「記録管理の国際標準ISO15489-1の改定について」（国立公文書館『アーカイブズ』第

61号、2016年9月） 

渡邊健、小谷允志、伊藤真理子、小根山美鈴、白川栄美、山田敏史「記録管理の国際標準「ISO30300」

への期待と和訳私案」（『情報管理』57巻5号、2014年） 

 

講義内容 

Ⅰ.レコード・マネジメントとアーカイブズ 

１．レコード・マネジメントとは？ 

 ①レコード・マネジメント（records management）の定義 

 ・「記録の作成、受領、維持、使用及び処分の効率的で体系的な統制に責任をもつ管理領域。

記録形式で、業務活動及び処理の証拠及び情報を、捕捉及び維持する一連の作業を含む」

（ISO15489-1：2016） 

 ②レコードについて 

  ・レコード＝「法的な義務の遂行において又は業務の処理において、組織又は個人によって証

拠及び資産として作成、受領及び維持された情報」（ISO15489-1：2016） 
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  ・レコードであることの条件：真正性・完全性・利用性・信頼性を保持していること。 

 ③レコードとアーカイブズの相違点 

  ・シェレンバーグの説明：「すべてのアーカイブズはレコードであるが、すべてのレコードは

アーカイブズではない」 

 

２．レコード・マネジメントとアーカイブズ 

 ①記録のライフサイクル 

  …米国・シェレンバーグ（Schellenberg）が提唱。これまでいくつかの変形モデルが提示。 

   ★1「3つの時期（段階）」的ライフサイクル【単線的モデル】 

    ・現用⇒半現用⇒非現用 

   ★2「作成・収受⇒決裁⇒保管⇒保存⇒廃棄（アーカイブズへの移管）」【単線的モデル】 

   ★3「決定・措置の進行」ライフサイクル【ループモデル】 

    ・作成⇒取り込み⇒保管と維持⇒利用⇒処分 

  ⇒日本のレコードマネジメントでは★1・★2の考え方が一般的に取り入れられている。 

  …ライフサイクルモデルへの批判 

 ②レコード・コンティニュアム（records continuum）概念 

 

 ③①と②の共通点と相違点 

  ・記録のライフサイクルとレコード・コンティニュアム概念の共通点と相違点 

 

 ④「川の流れ」 

  ◎レコードマネジメントとアーカイブズを川の流れにたとえると… 

   ★上流：レコードマネジメント段階→下流：アーカイブズ段階 

 

  ◎「川の流れ」を担保するもの 

   ★公的機関（各省庁・地方自治体） 

   レコードマネジメント段階：公文書管理法、各自治体の条例、文書管理規則・細則 

    アーカイブズ段階：公文書館法、自治体の公文書館条例、選別基準などの施行規則・細則 

   ★民間（企業） 

    レコードマネジメント段階：文書管理規則 

    アーカイブズ段階：？（職務分掌） 

 

Ⅱ：行政・民間におけるレコード・マネジメントとアーカイブズ 

１．行政機関（各省庁・自治体）の場合 

 ①「公文書管理法」にみるレコード・マネジメントとアーカイブズ 

  ◎「公文書管理法」対応型の自治体とは？ 

   ・2009年の「公文書管理法」の趣旨をうけて文書管理条例と公文書管理条例を制定した自治     

体。本講義ではそれ以前からアーカイブズを設置していた自治体と区別する用語として使

用している。 

  ◎公文書管理法にみるレコード・マネジメント 

   …(a)「文書の作成」⇒「整理」⇒「保存」⇒(b)「移管又は廃棄」の各過程を明記。文書管

理の詳細は、「行政文書の管理に関するガイドライン」（2011年制定）で定められている。 

   (a)「文書の作成」 

   ・行政機関の職員の文書作成義務【第4条】 

   ・作成・取得時の規程にもとづく分類と保存期間（満了日）設定【第5条】 

    Cf.経済産業省文書管理規程 

   ・満了前に「歴史公文書等」に該当するものかどうかを決定（評価選別）【第5条】 

   (b)移管又は廃棄 

   ・廃棄する行政文書ファイル等の決定（内閣総理大臣の許可）【第8条】 

   ・国立公文書館（自治体においてはアーカイブズまたはそれに類する機関）への移管 
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  ◎アーカイブズの機能 

   ・閲覧機関としてのアーカイブズ 

 ②神奈川県の場合 

  ◎「神奈川県行政文書管理規則」（2000年3月31日規則第15号）にみる記録管理 

   …(a)行政文書の収受・作成⇒施行⇒分類、整理⇒保存⇒(b)保存文書の引き渡しの各過程

を定める。(a)については、「公文書管理法」の条文とほとんどかわらない。注目すべき

は、中間書庫を設けていることと、アーカイブズへの全量引き渡し義務を規定している

部分。 

   (a)中間書庫の規定 

   ・長期保存文書（10年・30年保存）を公文館書庫へ保存 

    ⇒作成文書の散逸を防ぐための措置。全国でも類をみない制度設計。 

   (b)保存文書の引き渡し 

   ・保存期間満了文書の公文書館への引き渡し義務を規定【第15条】＝全量選別 

   ・例外規定（1年保存文書・公安委員会の作成文書） 

  ◎公文書館の機能 

   ・選別機関＋閲覧機関としてのアーカイブズ 

 

３．民間の場合 

 ①企業のレコード・マネジメント 

  ◎「定型的」記録管理 

   ・企業の記録管理＝ステークスホルダー（特に株主）への「説明責任」・コンプライアンス

（法令遵守）の確保を重視。法定保存文書（各種法律のなかで保存機関が明記されている

文書）への対応を主たる目的とする。 

   ・管理対象となる文書 

   ・「定型的」文書管理規定 

 ②企業における記録管理の「限界」 

  ◎法定保存文書以外の文書管理 

   ・法定保存文書以外の記録類については、一部を除いて規程すら存在しない場合が多い。 

    ⇒社史を制作している企業では、「社史資料」を収集対象としていることもあり。 

    Cf.「社史資料」とは何か？ 

  ◎ファイリングとオフィス移転 

   ・オリンピック前の「移転ブーム」（首都圏）⇒「クリーンオフィス」・「フリーアドレス」   

の導入⇒文書総量の「抑制」：様々な価値をもつはずの記録を廃棄 

   ・ファイリングシステムへの誤解 

  ◎レコード・マネジメントとアーカイブズの「断絶」 

   ・アーカイブズ概念が希薄⇔デジタルアーカイブズ（記録をデジタル化すればよい…） 

   ・ビジネス・アーカイブズをもつ企業においても「川の流れ」が機能していない。 
    ⇒継続的なアーカイブズへの「収集」が形骸化 
    ⇒「記念誌」としての社史制作が要因のひとつ 
 
４．まとめとして 
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